
令和５年５月１０日
保護者の皆様

中野区立桃園第二小学校
校 長 山崎 義弘

今 後 の 感 染 症 対 策 ・ 衛 生 管 理 に つ い て
新型コロナウイルス感染症の５類感染症への移行後の対応

保護者の皆様におかれましては、日頃より、新型コロナウイルス感染症の感染予防と児童の健康の保持にご
協力いただき、ありがとうございます。
さて、ご存じの通り、新型コロナウイルス感染症は、５月８日付けで、感染症の予防に関する法律上の５類

感染症に移行しました。
５類感染症への移行に伴い、中野区教育委員会より示された「感染症対策に関する基本的な考え方」を踏ま

え、今後の感染症対策と衛生管理につきまして、下記の通りお知らせいたします。

記
１ 欠席・出席停止の取扱いについて

（１）出席停止の期間等

l 「発症した後、五日を経過し、かつ症状が軽快した後一日を経過するまで」を基準とします。
l 出席停止の解除後、発症から１０日間を経過するまでは、当該の児童に対してマスクの着用を推奨
します。推奨であって求めることではありません。ご理解の上でのご協力をいただければ幸いに存
じます。

l 出席停止の期間を短縮することは、基本的にありません。

（２）濃厚接触者

l 濃厚接触者の特定は行わなくなったため、新型コロナウイルス感染症の感染が確認されていない児
童については、出席停止の対象とする必要はなくなりました。

l 同居している家族が新型コロナウイルス感染症に感染した場合でも、感染が確認されていない児童
については、出席停止の対象とする必要はなくなりました。

（３）その他の留意事項

l 感染が不安で休ませたいという相談があった際には、「合理的な理由があると校長が判断する場合」
には出席停止とすることも可能である、とされています。よくお話をうかがって判断させていただ
きます。

l 医療機関での検査や検査キットによる検査を、学校から求めることはしません。
l 児童が新型コロナウイルス感染症に感染した際、医療機関が発行する検査結果を証明する書類を提
出していただく必要はありません。
登校する際にも、学校に陰性証明を提出する必要はありません。

登校できるようになった際には、季節性インフルエンザと同じように、保護者の方に書いて
いただく登校届を提出していただきます。登校届の提出については、現在、教育委員会が検討
中です。正式な通知があるまでは、季節性インフルエンザと同様に登校届を提出しただくこと
とします。今後変更がありましたら、ご連絡いたします。

以下の２～７については、４月６日に配布した「４月からの感染症対策について」と同様の内容です。

２ 検温と健康観察へのお願い

l 検温と健康観察は新しい生活様式・生活習慣として毎日行っていただきたく、お願いいたします。これ
は、お願いですので、検温の結果を記録カードに記録していただくことは行いません。各ご家庭で、感
染症対策としての検温と健康観察を習慣としてください。



l 体温が日頃より１℃以上高い場合、発熱を伴う筋肉痛や頭痛、のどの痛み、咳、鼻水・鼻づまりなど、
風邪やインフルエンザのような症状、発疹がある場合は、登校を控えていただきたく、お願いいたしま
す。そして、医療機関を受診し、医師の診察を受けていただきたく、お願いいたします。その際は、学
校にもご連絡ください。こちらも、お願いです。多くの児童が集まる学校での感染拡大を避けるための
お願いですので、ご理解いただけますようお願いいたします。

３ 手洗い

l 外遊びや外出先から帰宅したとき、飲食の前、トイレの後、石けんと流水での手洗いを徹底してくださ
い。学校でも徹底してまいります。

４ マスクの着用

l 学校の教育活動において、日常的には、マスクの着用を学校から求めることはしません。

l ただし、校内、学級内で、新型コロナウイルスやインフルエンザ、感染性胃腸炎等の感染症の流行の兆
しがある場合には、教職員と児童にマスクの着用を促し、保護者の皆様にご理解・ご協力をお願いする
ことがあります。

l また、マスク着用の必要性を自分で考えられる人へと成長するよう、咳やくしゃみの際の「咳エチケッ
ト」としての着用、多くの人で混雑した場所での着用などを指導してまいります。

l なお、風邪や花粉症、基礎疾患があるなど様々な事情によりマスクの着用が必要な場合や、健康上の理
由によりマスクを着用できない場合に、学校や教職員がマスクの着脱を強いることはしません。

l マスクの着脱に係わって、差別や偏見等がないよう、相手の立場に思いをめぐらせ、互いに思いやって
学校生活を送れるよう、児童に指導してまいります。ご家庭でもご協力をお願いいたします。

５ 飲料水の使用

l 基本的には、児童は、水筒を持参して、水分を補給するようにします。水筒内の水分を飲み干した場合
には、水道の蛇口や冷水器から水筒へ補給するようにします。

l これまでは、水筒を忘れた児童に紙コップを渡して水分補給を行えるようにしていました。今後、水筒
忘れた場合は、水道の蛇口から飲み、飲んだ後は蛇口を流水で流すよう指導します。冷水器は、流水で
流すことができないので、直接口へ入れる飲み方はしないよう指導します。

６ 給食等の食事場面

l 教室等の室内での給食は、児童は前向きで、一人ひとりの机を離した状態で食べることを継続します。

l 室内での給食は、食べ終えるまでまでは「もぐもぐタイム」とし、限られた時間内で必要な量を食べる
ことができるよう指導します。食べ終えた後は、大声を出さず、食事の場面にふさわしい音量と内容で
会話してもよいこととします。

l 遠足等で室外で食事をとる場合は、グループなどで、向かい合って食べることができるようにします。
その際も、飛沫を飛ばさないということを意識できるよう指導してまいります。

l 家庭科の調理実習の際は、常時換気を行い、大声での会話を控え、少人数でグループで作業するように
します。試食の際には、給食の場面と同じように行います。

７ 三密の回避

l 校舎内の換気を行うとともに、人と人の距離の確保について児童に指導してまいります。

l グループでの活動を行う場合には、飛沫を飛ばさないようエチケットを意識し、大声での会話を控える
よう指導してまいります。

l 音楽の合唱、リコーダーや鍵盤ハーモニカ等の吹奏楽器の演奏の学習では、左右 50 ㎝程度の距離をと
り、向かい合わないようにして行います。
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